
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集団健診 

血液検査のないかた 大腸がん検診、肺がん検診のみ 

血液検査のあるかた 特定健康診査、後期高齢者の健康診査、肺がん検診、大腸がん検診、 

前立腺がん検診、肝炎ウイルス健診 

健診日 
受付時間 

対象町内 会場 
血液検査のないかた 血液検査のあるかた 

６月１５日

（月） 

12：00～12：50 ― 花岡全町内 

花岡 

公民館 

― 13：00～13：50 泉田、猫鼻、桜町、姥沢、神山 

６月１６日

（火） 

― 10：00～11：00 
大森、大森団地、花岡団地、本郷上、 

繋沢、長森団地、土目内 

― 13：00～14：00 
本郷下、鳥内、西前田、十三森、 

二井山、白根山団地、神山社宅 

大腸がん検診の受診を希望するかたで、採便セットがない場合は、健診日の１０日前までに健康課 

☎0186-43-7143（申込専用番号）へお申し込みください。 

胃がん検診 

【お問い合わせ】 健康課 ☎0186-42-9055 

検診日 受付時間 会場 検診車の台数 

７月１日（水） 6：00～7：30 花岡公民館駐車場 ２ 

発 行 花岡公民館 電話 ４３－７１２４ ＦＡＸ ４６－２２０１ 

令和８年 

毎年恒例の「花いっぱい運動」を実施します。花苗の植付けとプランターの設置作業を行いますので、 

みなさんのご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

  日 時 : ６月１６日（火） ９：0０～   場所 ： 公民館 駐車場 
花 苗：サルビア、マリーゴールド、ベゴニアなど 

設置場所：花岡小、花矢図書館、駐在所、郵便局、エコシステムグループ、エコリサイクル、大森土木、神山荘 

 協  賛：エコシステムグループ、エコリサイクル、大森土木 

 ※ご協力いただけるかたは、帽子、軍手またはゴム手袋、長靴等、作業しやすい服装でいらしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公民館で行う健診のお知らせ 

 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花岡婦人会が解散 

 長きに渡り地域に多大なご尽力をいただきました花岡婦人会が 
令和８年３月末で解散されました。公民館行事にも積極的に参加 

していただき、特に産業文化祭では会場づくりからバザーの運営、 
舞台出演まで一人で何役も担い、多いに盛り上げていただきまし 

た。これまでのご功績に心より感謝いたします。花岡婦人会の皆 
さま本当にありがとうございました。 

 

公民館の窓ふきを行います 

６月２９日（月）１６時から花岡小学校の児童を交えて公民館 

の窓ふきを行います。当日参加いただけるかたは、作業できる服 

装で直接いらしてください。申し込みは不要です。 
 

  

 

 

 

 

 

 

  

一般書は「僧の怪談」「ボクの人生を変えてくれた本」「からだめぐるおなかのツボ回り」「１日３分！寝たまま腰痛リ

カバリー」「何かがおかしい日本語」「鬼門の村」「１分小説」です。 

児童書は「小麦粉のひみつ」「自分をもっと好きになる？かわいいのルール」「それいきもののおかげです図鑑」「出て

はいけない電話」「おねぼうさんはだあれ？」「とらのセーター」「にっげろー！」です。                

開館時間 火～金 ９～19時   土・日 ９～17時   休館日：月・祝日   花矢図書館：☎ ４６－１５５７ 

 

館長雑感       「人生 われ以外 皆 師なり」    

咲き誇った桜が散り、後を追うように咲いたツツジも花を落とし、さわやかな風が吹き抜け、緑一色の季

節を迎えました。巷ではクマの出没がそこここに聞こえ山菜の収穫も滞っているようですが、それでも畑や

家庭菜園の畝にも新芽が出揃い、田んぼにも水が張られ田植えも順調に進んでいるようです。高騰を続けた

お米の値段は一時より下がってはいるようですが、どのあたりが適正な価格なのか気になるところであり

ます。 

 ところで、会っていると楽しくなり、ホッとするという人がいます。話をしていると必ずこっちが元気に

なる（元気をくれる）、どうしてだろうと思い聞いてみたら、「自分は愚痴を言わない質（たち）だからか

もしれない」と話してくれ、なるほどと納得しました。 

「よいことばは口に出して言え！」という教えがあります。「人の長所を認め、本人に向かってほめ、陰

でもほめるとお互いを明るくし、本人の長所を伸ばすことにも繋がる」と言われます。但し、「ほめことば」

は真心から出たものだけが本物で、心にもない「おべっか」や打算が根底にあっての「おだて」では「褒め

殺し」になりかねません。 

家族や友人、人生の先輩やその道のエキスパート、季節で変わる風景や道行く人の姿は何かしら学ばせて

くれるものがあります。作家の吉川英治氏が「宮本武蔵」の作中で好んで使った「人生 我れ以外 皆 師

なり」の心構えを持って日々を過ごしたいものです。 

 

 

 

 新着図書  

 

 

 

 

 

 


